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【座長：松﨑先生】 

続きまして、供給状況について福岡県赤十字血液セ

ンターの学術情報・供給課主事、古川尚実さんに「福岡

県における血液製剤供給の現状」についてご発表いただ

きます。よろしくお願いします。 

 

② 「福岡県における血液製剤供給の現状」 

福岡県赤十字血液センター 学術情報・供給課 

  古川 尚実 

 

 

ご紹介いただきありがとうございます。福岡県赤十字血

液センター学術情報・供給課の古川と申します。今回、

「福岡県における血液製剤の供給の現状」について説明

します。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

まず最初に、血液センターの業務のご紹介をいたしま

す。血液センターは、採血業、医薬品製造業、医薬品

販売業の３業から成ります。献血血液を採血する採血

業、献血した血液から血液製剤を製造する医薬品製造

業、血液製剤を医療機関へ納品する医薬品販売業で

あり、各県の血液センターの学術情報・供給課は医薬品

販売業にあたります。 

 

 

このスライドは、福岡県の血液製剤供給状況と医療

機関の概要を示しております。 

この数年間では、血液製剤の供給量は減少傾向にあ

り、また 10 年間で、輸血実施医療機関は 100 施設減

少しました。輸血量の多い心臓血管外科での手術件数

は増加傾向でありますが、造血幹細胞移植件数は横ば

い状況であります。 

 

 

各血液製剤の福岡県年度別供給状況を示します。 

赤血球製剤についてですが、2019 年度と比較し

2020 年度の供給は減少しております。要因として、新

型コロナウイルス感染症による、医療機関での診療制限

や待機手術の延期等が考えられます。一方で中小規模
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医療機関への供給が増加傾向にありました。 

今年度は、新型コロナウイルス感染拡大中ではありま

すが、新型コロナウイルス感染以前の 2019 年度の供給

実績と同様の状況であります。 

 

 

新鮮凍結血漿の供給についてですが、2019 年度と

比較し 2020 年度は減少しました。 

新鮮凍結血漿の使用の多くは、心臓血管外科手術

や血漿交換でありますが、ここ数年の主要医療機関での

心臓手術や血漿交換数は横ばいであり、減少した要因

は不明です。 

 

 

血小板製剤の供給についてですが、2019 年度と比

較し 2020 年度は大きく減少しました。 

要因として血液腫瘍内科領域による新たな治療法や

新薬の認可等により、血小板輸血が減少していると考え

られます。赤血球製剤の供給状況と同様に、ここ数年で

は中小規模医療機関への血小板製剤の供給が増加し

ました。これは、大規模病院での急性期の治療を終え、

慢性期となった患者の中小規模医療機関への転院によ

ると考えられますが、今後は、このような事例が増加すると

思われます。 

 

 

このスライドは、病院と診療所の輸血実施施設数と血

液製剤供給状況を示したものですが、病院と診療所の

いずれにおいても実線で示す輸血実施医療機関数は

2020 年度で減少しております。 

病院では、血小板輸血が減少していますが、診療所

では、赤血球・血小板製剤ともに、横ばい状態であり、

急性期、回復期、慢性期での輸血体制の変化が背景

にあると考えられます。また、2020 年度からは、新型コロ

ナウイルス感染の影響によって、在宅輸血実施施設が増

加しました。 

 

 

このスライドは、国が示しております医療計画ですが、

2025 年度を目途に、急性期、慢性期の病床数を減ら
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し、回復期の病床数を増やす計画であります。 

この状況に、輸血療法がどのように関係していくのか、

今後の動向に注目する必要があります。 

 

 

このスライドは、コロナ第一波での緊急事態宣言前後

の供給量減少理由について、各医療機関へ調査した結

果です。全国的に、供給量の減少は、外来患者や入院

患者の減少、待機・定期手術の延期等が、主な要因と

なっております。 

 

 

血液センターでは、常に安定した血液製剤の在庫を

維持するために全国的な需給調整を実施しております。 

まれな血液や適合者が少ない PC-HLA 等、ブロックを

超えた全国的な血液製剤の受け渡しを行います。また、

血液製剤は有効期間がありますので、全国各県の血液

センターの在庫状況を把握し、日々調整を行います。 

 

 

 

これは2021年度の需給調整状況を示したものです。 

今年度は、新型コロナウイルス感染や大雪、台風等の

影響で、赤血球製剤を九州外のブロックと調整しておりま

す。九州は、例年、台風の影響などで献血ルームの閉所

により血小板製剤の確保が困難な時期があり、今年度

も台風の時期にあたる８月には、九州外のブロックから多

くの血小板製剤の支援を受けました。 

このように、血液センターでは、安定的で過不足のない

血液製剤の供給に努めております。 

 

 

今後も、国が示す医療計画、また医療現場における

新たな治療法等により、輸血療法に変化がみられる事が

予測されます。このような事情を踏まえ、血液センターから

安定的に効率よく血液製剤の供給を行うためのお願いが

あります。 

① 定時配送に、ご協力をお願いします。 

② 血小板製剤は、有効期間が 4 日間と短く、採血の

調整がより一層必要となるため、使用予定が決まりました
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ら、早めに血液センターへ依頼をお願いします。 

③ また、輸血を必要とする手術や血漿交換で、血液製

剤の大量使用が予測される場合にも、事前にご連絡くだ

さい。 

④ まれな血液型の場合には、全国的な需給調整を必

要とする場合もありますので、早めのご連絡をお願いしま

す。 

今後とも、学術情報・供給課をよろしくお願いいたしま

す。 

ご清聴、ありがとうございました。 

 

【座長：松﨑先生】 

ありがとうございました。血液センターから採血と供給に

ついてのお話をさせていただきました。採血は皆さんのご協

力でほぼ予定どおりでき、供給も特に大きく減少すること

はなかったので、ほぼ安定した採血と供給ができたと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


